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第２学年 算数科学習指導案

授業者 長田紀美

１ 単元名 １００より大きい数をしらべよう（３けたの 数）

２ 単元について

児童は，１学年時に１００までの数について，それぞれのいい表し方，数の読み方，

書き方，及び数の大小，順序，系列について，少しずつ数範囲を拡張しながら学習して

きている。ブロックやかぞえ棒などの具体物を用い，たくさんのものを数える際には１０

ずつのまとまりにして数えると落ちがなく簡単に数えられることを，体験を通して理解

してきた。また，１０ずつのまとまりにして数えることから，１０が１０こで１００と

いうことを理解し，十進位取り記数法についての理解につなげてきた。

一方，単元「いくつといくつ」で，「３と４で７」「８は６と２」などのように１つの

数を他の数と関連づけてみることを学習し，数をいろいろな構成でとらえることを学習

してきた。これは，後に学習する単元「１０より大きい数」の中の「１５は，１０と５を

合わせた数」や，単元「２０より大きい数」の中の「７２は，１０が７こと１が２こ合

わせてできた数」という数を分解したり合成したりして見る見方のもとになる重要な内

容となっている。

本単元は，１０００までの数に範囲を広げ，表し方や数の概念について理解を深める

とともに，その数を用いる能力を高めることを目標としている。数をとらえるときに１０

ずつ１００ずつまとめて数える具体的な操作を通して，３位数の命数法と十進位取り記

数法による数の表し方を指導する。この１０ずつ，１００ずつまとめて数える活動は，

数の構成，進んでは十進法の理解に役立つ重要なもので，数の大小比較の方法や数の順

序，系列などの理解にも通ずる。よって，具体物を数える操作活動などを十分に取り入

れることにより，数に対する感覚を豊かにし，数の理解を深められるよう配慮したい。

さらに，ブロックや数カードなどを使いながら，十進位取り記数法について十分な理解

を図れるようにしていきたい。

学習指導要領改訂により，本単元には「数の大小，相関関係を，不等号，等号を用い

て表すこと」「３位数の数の構成をもとにした加減計算のしかたを理解し，その計算をす

ること」が追加された。指導に当たっては，ただ不等号について理解させるのではなく，

式が数に関することがらや関係を簡潔に表しているものであることに気づかせることが

大切である。また，計算についてもただ計算技能を習熟させるのではなく，計算のしか

たを考えることを通して３けたの数の構成の理解を深めることに重点を置くことが大切

である。

そこで，数の構成についての理解を確かなものにするために，より多面的に数をとら

えられるよう単元の終盤において発展的な課題に取り組むようにした。お金の支払いと

いう日常生活と結びついた課題を設定することで，数の構成をよりイメージしやすくす

るように工夫した。これは，授業改善プラン＜視点１プラン４＞により工夫した点であ

る。（本時の「指導の工夫」参照）そこで考えなくてはいけないのは，５０円玉や５００

円玉の扱いである。お金の支払いという場面設定では，１００円玉や１０円玉だけでな
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く，当然５００円玉や５０円玉といった種類のお金を使うことが児童の生活体験として

考えられるだろう。十進位取り記数法の理解という観点からは，１００円と１０円だけで

考えていくのが自然だと思われるが，本時は５００円玉１枚と５０円玉２枚も使って良

い条件とした。これは，授業改善プラン＜視点１プラン４＞「『知識・技能を活用して課

題を解決する力＝思考力・判断力等』を育成する学習活動の工夫・充実を図る。」と関わ

って特に工夫した点である。

児童はこれまで十進位取り記数法で学習を進めてきているので，１０円玉と１００円

玉で支払い方を考えるだけでも３けたの数の理解という目標は達成される。だが，それ

だけでは支払い方は限られ多様な数の見方をすることは難しい。多くの児童は１００円

玉と１０円玉で支払い方を考えるだろうが，児童によっては経験から５０円玉や５００

円玉を使って考えるだろう。そうすることで支払い方は一通りだけでなく何通りもある

ことに気づき，そこに思考力・判断力を育成する場が生まれて，問題を解決したいとい

う意欲もわき出てくるだろう。

さらに，５０円玉と５００円玉を条件の中に入れることで，１年生の時に学んだ「１

つの数を他の数と関連づけてみる」知識・技能を活用することができる。６００を１００

が６つととらえるだけでなく，１年生の時に学習した「６は５と１」ということを用い

て６００は５００と１００ととらえることができれば，より数の構成の理解が深まるに

違いない。ある数を一つの見方だけでなくいろいろな見方でとらえることは，この時期

の児童につけさせたい大切な力の一つである。十進位取り記数法について十分な理解を

した上で，より多様な数の見方を工夫できるような課題を仕組んでいけば，数に対する

感覚が豊かになり３けたの数の理解がより深まるであろう。そしてこのことが，２年生

後期に学習する「４けたの数」（１００００までの数）の確実な理解につながっていくも

のと思われる。

◎本校の研究に関わって

数が大きくなってくると，それがどのくらいの大きさの数であるか実感としてとらえ

ることは難しくなってくる。具体物を数えたり操作したりする活動を通して，体験的に

数の理解を深めていくことが大切である。児童が主体的に学習に向かい，算数的活動を

通して知識・技能をしっかりと身につけ，その知識・技能を活用することで思考力・判

断力などが養われていく。本単元の中において問題解決的な学習過程を工夫することに

より，児童が自ら学び習得したことを生かし，１０００までの数の概念が理解でき，数

を用いる能力が高まるようにしていきたい。

また，ペアコミなど他と学び合う場を設定することにより，自分の考えたことをわか

りやすく表現することに慣れさせていきたい。自分の考えを説明するためには，筋道を

立てて考えることができるようになることが大切である。筋道を立てて考え，適切な方

法で自分の考えを説明できるようにしていきたい。そのために，絵や図，言葉や式など，

様々な方法で説明ができるようにしていきたい。

＜算数科仮説＞

問題解決的な学習過程を工夫するとともに，学び合いの場を取り入れることによって，

確かな学力が身に付くだろう。
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＜関連図＞

３ 児童の実態

男子１２名女子１２名計２４名のクラスである。学習には前向きに取り組み，出され

た課題に対して意欲的に取り組んでいる。

１年生の時より，文章題を絵に描いて解くことに重点を置いて取り組んできた。わか

っていること，考えたことなどを絵に表すことで考えを整理することができるようにな

ってきた。そして，課題を解決するのにたし算で求めたらいいのかひき算で求めたらい

いのか，絵の形から判断することができるようになってきている。

４月からはノート指導に重点を置いて指導してきた。１年生の時は計算練習をすると

きにノートを使うことが多かったが，２年になってからは考えたことの道筋や計算の仕

方など，整理してノートに記入することを指導してきた。また，学習の終わりには「わ

かったこと」を短い文でまとめさせるようにしてきた。最初は「いろいろなことがわか

ってよかったです。」などという漠然とした内容の記述が多かったが，児童によっては端

１ 年 ２ 年 ３ 年

☆なかまづくり
①かずのなまえ
②なんばんめ
③いくつといくつ
⑥１０よりおおきいかず

・１つの数を他の数と関連づ
けてみること

・２０までの数の数え方，読
み方，書き方

・数の構成・大小，順序

⑫２０よりおおきいかず

・１００までの数
・「－（＋）のくらい」の用
語

・数の構成・大小，系列
・数の構成に基づく数え方

③いくつといくつ
④あわせていくつ ふえると
いくつ

⑤のこりはいくつ ちがいは
いくつ

⑥１０よりおおきいかず
⑨たしざん
⑩ひきざん

・１つの数を他の数と関連づ
けてみること

・加法・減法を用いた式の表
し方，読み方

・加法・減法計算（１位数±
１位数，10＋３、13－３
など）

②何十の計算

・数の構成に基づく数え方
と加減計算

本単元 ⑥３けたの数

・1000までの数の命数法，
記数法

・数の構成や系列，順序，
大小

・「百のくらい」の用語と
位取り

・数の相対的な大きさ
・数の構成に基づく加減計
算

・数と式の大小，相等関係
を記号で表すこと

・簡単な３位数の計算
400+50，450-50など）

⑬４けたの数

・10000までの数の命数
法，記数法

・数の構成や系列，順序，
大小

・「千のくらい」の用語と
位取り

・数の構成に基づく十進構
造の初歩

⑩大きい数のしくみ

・千万の位までの数の命数
法，記数法

・数の構成や系列，順序，
大小

・位取りの原理
・「千のくらい」の用語と
位取り

・１０倍，１００倍，１０
でわった数の表し方
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的にその授業のポイントを書くことが少しずつできるようになってきた。

また，算数だけでなく他の教科などでペアコミを取り入れ，自分の考えを他に話すと

いう活動を仕組んできた。児童によって差はあるものの，自分の考えを話すことに対し

ては少しずつ抵抗がなくなってきたように思う。しかし，全体の場での発表となると，

まだ声が小さかったり，考えはまとまっていても手を挙げて発言することに消極的な児

童も見られる。また，聞くことに集中できず，注意が他に行ってしまう児童もいるので，

復唱法などで集中して聞かざるを得ないような環境をつくるよう配慮している。

本単元に関わるレディネステストを行ったところ，「何十＋何十」の計算は概ねできて

いた。何十という数を１０のまとまりで考えて計算すればよいことは理解できていると

言える。しかし，「１００は１０がいくつ集まってできた数か」ということは１６％の児童

が不正解だった。１つの数を他の数と関連づけてみることに関しては，「○と○で□」と

いう合成はほぼ完璧にできていたが，「□は，○と○」という分解は若干不正解があった。

本時は特に５０円玉や５００円玉を使うことから５のまとまりを意識することが重要に

なってくると思われるが，１０までの数において「□は５といくつ」ということについ

て理解はよくできていた。さらに，日常生活において実際にお金を使って買い物をした

ことのない児童が７名（２９％）いたが，硬貨などは見たことがあるし，自分で持って

いるということだった。

４ 単元の目標

○1000までの数についてその表し方を理解し，数の概念について理解を深めるとともに，

数を用いる能力を高める。

（新）○数と式の大小，相等関係を，不等号，等号を用いて表すことができる。

（新）○3位数の数の構成をもとにした加減計算のしかたを理解し，その計算ができる。

５ 単元の評価規準

＜関心・意欲・態度＞

・数の数え方や表し方について関心をもつとともに，十進位取り記数法のよさに気づき，日常

生活の中で活用しようとする。

・数と式の大小，相等関係を不等号，等号の記号やことばを用いて表そうとする。

・何百±何百や400＋50などの計算のしかたを3位数の構成を活用して考えようとする。

＜数学的な考え方＞

・十進位取り記数法のしくみをもとに，数の表し方について考えている。

・不等号や等号を用いると数と式の大小，相等関係を簡潔に表せることのよさがわかる。

・何百±何百の式を100を単位として見たり，400＋50などの式を450の構成に着目したりし

て，計算のしかたを考えている。

・３位数を，10,50,100,500といった数の構成の和として考えている。

＜表現・処理＞

・1000までの数について，数えたり書き表したりすることができる。

・数と式の大小，相等関係を不等号や等号を用いて式に表すことができる。

・何百±何百，400＋50などの簡単な3位数の計算ができる。

＜知識・理解＞

・1000までの数について，数の読み方や書き表し方，数の構成や系列，順序，大小などを理解
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している。

・数と式の大小，相等関係の，不等号や等号を用いた表し方を理解している。

・何百±何百や400＋50などの簡単な3位数の加法，減法の計算のしかたを理解している。

６ 授業改善プラン・指導計画と主な評価規準

（１）授業改善プラン

視点１ プラン４「知識・技能を活用して課題を解決する力＝思考力・判断力等」

を育成する学習活動の工夫・充実を図る。

・実生活における様々な事象との関連を図った問題場面をつくり，この問題を解決して

いく学習展開を工夫する。

・作業的・体験的な活動など算数的活動に取り組み，数量や図形についての意味を理解

し，考える力を高め，それらを活用していけるようにする。

・学習して身につけた知識・技能を，日常生活や他教科の学習，より進んだ算数の学習

へ活用していくことを重視する。

視点３ プラン２ 算数を生かして自分の考えを表現する力を育成するための指導

の工夫を図る。

・絵や言葉，数，式，図，グラフなどをもとにして事象をとらえたり，それらを生かし

て自分の考えを数学的に表現したりするような学習活動を工夫する。

・自分の考えをクラス全体や班員に表現したり，伝えあったり，練り上げたりする学習

活動を工夫し，授業の中に意図的に位置づける。

・問題解決的な学習を重視し，与えられた条件や問題を把握して解決する過程を絵や言

葉，式や図などにかくことによって，筋道を立てて考えるようにする。

（自分の考えを書き残すことによって，どこまでわかったか，どこでまちがえたのか

などに気づくことができる。）

・絵や言葉，数，式，図，グラフなど，多くの表現手段の中から目的に応じた適切なも

のを選択する。

視点４ プラン１ 思考の過程を大切にし，その過程を記述させることを重視する。

・問題を解決していく過程，学習感想などをノートやワークシートにかき表すことを継

続して指導していく。

・表現力を育成するために，言葉や式などを用いて説明する活動を日常的に行う。

・模範となる記述の仕方や，絵や図，表やグラフ，数式や言葉など，多様な記述表現の

仕方を教師が示す。また，児童の中からよい記述表現を発見して紹介したり，不十分

な記述には，具体的に改善点を書き加えたりするなど，教師の働きかけを工夫する。
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（２）指導計画と主な評価規準 （全１４時間 本時１２／１４）

次 時 目 標 学習活動・内容 主な評価規準 改善プラン

１ １ ○1000未満の数の ・絵を見て，235頭の象の数 □関象の数を10や100 視点１

数 数え方と，唱え を工夫して数える。 のまとまりにし プラン４

の 方や書き方を理 ・235の数構成と命数法，記 て数えようとし

あ 解する。 数法を理解する。 ている。

ら ○3位数の位取り ・象の数を数字で表す。 □知空位のない3位数

わ の原理を理解す ・用語「百の位」を知る。 の構成と命数法，

し る。 記数法を理解し

方 ている。

と

し ２ ○空位のある3位 ・206個のブロックの数を数 □表 3位数を読んだり 視点１

く 数の記数法を理 字で表す。 書いたりするこ プラン４

み 解する。 ・具体物の数を数字で表す。 とができる。

○3位数の位取り ・3位数を読んだり書いたり

の原理の理解を する。

深める。

３ ○1000未満の数の ・位取り板と数カードをも □知 3位数の各位の数 視点１

構成について理 とに数の構成を考える。 字はそれぞれ プラン４

解する。 ・3位数の，数の構成をもと 100，10，1の単

にした表し方（合成・分 位の個数を示し

解）を練習する。 ていることを理

・3位数の数の構成を，等式 解している。

を使って表す。

４ ○数の相対的な大 ・10円玉が14枚でどれだけ □表 10を単位として 視点１

きさについて理 になるかを考えることを 数をとらえるこ プラン４

解する。 通して，数の相対的な大 とができる。

きさを乗法的にとらえる。

・230円は，10円玉で何枚に

なるかを考えることを通

して，数の相対的な大き

さを除法的にとらえる。

５ ○1000の構成，数 ・図の●の数を工夫して数 □知百を10こ集めた 視点１

の読み方，書き え，百を10こ集めた 数 数を「千」とい プラン４

方を理解する。 を「千」といい，「1000」 い，「1000」と書

と書くことを知る。 くことを理解し

ている。
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６ ○1000までの数の ・数直線の1目盛りの大きさ □考 2位数の数系列の 視点３

系列，順序につ や，指示された目盛りの 理解をもとに，3 プラン２

いて理解する。 数を読む。 位数の数系列を

・数直線上に数を表してみ 考えている。

る。 □知 1000までの数の

・数直線上を見て，1000付 系列，順序につ

近の数を書く。 いて理解してい

る。

７ ○1000までの数の ・758と762ではどちらが大 □考 1000までの数の 視点３

大小について理 きいかを考える。 構成や系列につ プラン２

解する。 ・数の大小を判断するには， いて，多面的に

○1000までの数や 何の位に着目すればよい とらえている。

系列を，多面的 か考える。 □知同じ桁数の数の

にとらえること ・780を，多様にとらえる。 大小を判断する

ができる。 ・100とびで数を数えたり， には，大きい位

大きい数から小さい数へ から順に，同じ

順に2とびで唱えたりする 位の数どうしの

活動に取り組む。 大小を比較すれ

ばよいことを理

解している。

２ １ ○不等号，等号の ・３つの学校の児童数の大 □表数の大小，相等 視点１

数 意味を理解し， 小を比較する。 関係を不等号や プラン４

の 数量の大小，相 ・不等号を用いた式の表し 等号を用いて式

大 等関係を式に表 方を知り，数の大小を不 に表すことがで

小 すことができ 等号を用いて表す。 きる。

【

る。 □知等号，不等号の

新 意味を理解して

】

いる。

２ ○数と式の大小， ・問題を読み，80円で買え □考等号，不等号は 視点３

相等関係を不等 る品物を調べる。 数と式の大小， プラン２

号，等号を用い ・数と式の大小，相等関係 相等関係を簡潔

て表すことがで の表し方を知る。 に表しているこ

きる。 とに気づいてい

る。

□表数と式の大小，

相等関係を式に

表すことができ

る。
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３ １ ○10を単位とする ・10枚束の色紙5束と7束の □考何十＋何十，百 視点３

何 数の見方を，何 絵を見て，50＋70の計算 何十－何十のよ プラン２

十 十＋何十，百何 のしかたを考える。 うな加減計算を，

の 十－何十の計算 ・10枚束の色紙12束のうち3 10を単位とし，1

計 に適用する。 束使った残りの枚数を求 位数や2位数の計

算 める問題で，120－30の計 算に帰着して考

算のしかたを考える。 えている。

４ １ ○3位数の数の構 ・100枚束の色紙の束の絵を □考何百±何百の計 視点３

何 成をもとにした 見て，500＋300，700－400 算は，百を単位 プラン２

百 加減計算のしか の計算のしかたを考える。 として考えれば

の たを理解し，そ ・数構成（100がいくつ）に よいことに気づ

計 の計算ができ 基づいて，計算のしかた いている。

算 る。 を考える。 □表 3位数を含む簡単

【

な加法の計算が

新 できる。

】

２ ○３位数の構成 ・買い物の場面で金額にあ □考３位数の構成を， 視点１

本 を，500,100,50, ったお金のはらい方を考 500,100,50,10の プラン４

時 10のまとまりを えることにより，３位数 まとまりをもと

もとにしてとら を10，50，100，500とい にしてとら えて

える。 った数の構成に着目して いる。

とらえる。 □表３位数の構成に

ついて，絵や言

葉などで自分な

りに説明するこ

とができる。

３ ○３位数の構成に ・前時で説明した考えを式 □考３位数の構成に 視点１

ついて絵や言葉 に表し，計算して確かめ ついて絵や言葉 プラン４

で考えたことを る。 で考えたことを

式と結びつけて 式と結びつけて

考える。 考えている。

５ １ ○学習内容の理解 ・「たしかめよう」に取り組 □知基本的な学習内 視点１

ま を確認する。 む。 容について理解 プラン３

と している。

め
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７ 本時の学習

（１） 日 時 平成２１年６月２６日（金） ５校時（１３：３０～１４：１５）

（２） 場 所 ２年２組教室

（３）目 標 ○３位数の構成を，500,100,50,10 のまとまりをもとにしてとら

える。

（４） 指導の工夫

◇改善プラン

◎視点１ プラン４ 「知識・技能を活用して課題を解決する力＝思考力・判断力等」

を育成する学習活動の工夫・充実を図る。

・多様な数の見方ができるよう実生活に関連した問題解決の場面を工夫し，場面

を感覚的にとらえて実感を伴った解決ができるようにする。

・500円玉や50円玉を条件の中に入れることにより，100や10のまとまりだけで数

をとらえるだけでなく，より多様な数の見方を工夫できるようにする。

○視点３ プラン２ 算数を生かして自分の考えを表現する力を育成するための指導

の工夫を図る。

・問題を解決する方法を絵に描かせる。

・絵に描いたことを，自分の考えた方法で説明させる。

○視点４ プラン１ 思考の過程を大切にし，その過程を記述させることを重視する。

・考え方の筋道がわかるような記入の仕方ができるように，学習シートの形態を

工夫する。

（５）展 開

過程 学 習 活 動 指導上の留意点
評価規準と評価の方法，

改善プラン

つ １本時の課題をつかむ。

か

む ○８０円のチョコレート ・持っているお金は１０円

を買ったとき，どんな 玉と５０円玉ということ

お金のはらい方がある にして，実際にさいふか

か考える。 ら模型を出して見せる。

かいものに行きました。おさいふの中のお金をつ

かって，しはらいをしてみよう。



- 38 -

・はらい方は，お金の絵を

描いて提示する。

・はらい方を言葉でも表し

ておく。

○６７０円の品物では， ・持っているお金の条件を

どんなはらい方がある 示したさいふの模型と学

か考える。 習シートを配る。

５００円玉 １個

１００円玉１０個

５０円玉 ２個

7分 １０円玉１０個

考 ２自力解決する。 視点１ プラン４

え ○はらい方を考える。 ・さいふの模型を見なが 視点４ プラン１

る ら，そこから選んだお金

を絵に描かせる。 □考３位数の構成を，

・行き詰まっている子には 500,100,50,10のま

お金の模型を与え，その とまりをもとにして

操作をもとに絵を描かせ とら えている。

る。 ＜学習シート＞

・お金の絵とともに，言葉

での説明を記入させる。

・言葉での説明が書けない

でいる児童には，導入時

の８０円の時の言葉の説

明を参考にさせる。

15分

学 ３考えたことを話し合 視点３ プラン２

・１０円玉が８こで

８０円

・１０円玉が３こで

３０円

５０円と３０円で

８０円

６７０円のボールをかいました。おつりが出ない

ようにしはらうには，どんなはらいかたがあるで

しょうか。えやことばで考えてみよう。

・１０円玉８個

・５０円玉１個と

１０円玉３個

・100円玉6個と10円

玉7個

・100円玉6個と50円

玉1個と10円玉2個

・500円玉1個と100円

玉1個と10円玉7個

・500円玉1個と100円

玉1個と50円玉1個

と10円玉2個

・100円玉5個と50円

玉2個と10円玉7個

・500円玉1個と50円

玉2個と10円玉7個
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び う。

合 ○自分の考えたはらい方 ・シートに書いた言葉や絵 □表３位数の構成につい

う を隣の人に説明する。 をもとに，友だちに自分 て，絵や言葉などで

の考えたことを話させ 自分なりに説明する

る。 ことができる。

・友だちの説明を聞いて新 ＜学習シート＞

たなはらい方に気づいた ＜発言＞

らシートに記入させる。

○描いた絵をもとに，考 ・絵は黒板に張り，言葉で

えたはらい方を全体に の説明は聴き取ったこと

発表する。 を板書する。

・絵 ・できるだけいくつものは

らい方のパターンが出て

くるように指名を工夫す

る。

・式で説明する児童がいた

らおおいに褒め，次時へ

のつながりとする。

・言葉

○どのはらい方も６７０ ・出されたいくつかのパタ

円になることを確かめ ーンについて，模型を使

20分 る。 って確かに６７０円にな

ることをおさえる。

ま ５今日の学習を振り返 ・次時は今日出された考え

と る。 を式に表して計算するこ

め ○学習感想を書く。 とを伝える。

る ・わかったことをまとめさ

3分 せる。

500
100

50
10 10

100円が 6こで 600円
10円が 7こで 70円
600円と 70円で 670円
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（６）評価

評価規準（Ｂ） Ａの姿 Ｃへの手だて

３位数の構成を，500,100,50, お金のはらい方について，50 お金の模型を使うことによ

10のまとまりをもとにしてと 円玉や500円玉を使って何通 り数の構成に気づかせる。

ら えている。 りものはらい方を考えている。

３位数の構成について，絵や 自分の考えを絵や言葉，数 ペアで話し合いのしかたを

言葉などで自分なりに説明す などを使ってわかりやすく 思い出させ，相手の説明を

ることができる。 説明することができる。 まねながら自分の考えを説

（視点３プラン２と関わって） 明させる。


